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要旨

機械学習が著しい成功を収めた今日においても，実用ベースでは不均衡な分布を持つデータセットへ
の対処に多くのコストが割かれている． これは実世界でサ ンプリングされた多くのデータが多数派クラ
スと少数派クラスが存在する不均衡な分布を持つことに起因する． このような不均衡データに対して学
習を行ったモデルは多数派クラスに過剰に適合する傾向がありクラス間のアンバランスが問題になる場
合がある．すなわち，全体の精度は十分であるように見えるが，少数派クラスに対する精度は低いという
ことが起こり得る． このような問題に対する対策は多く存在するが情報の欠損やデータ構造の破壊や，
データの局所的分布の無視といった問題が存在する． そこで本研究ではサンプルの局所的な分布に
着目した新たな手法の提案を行う．そして，人工データ及び実データから作成した不均衡データに対し
て実験を行い提案手法が既存手法に比べて有利な条件が存在することを示した．


